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私
は
医
学
部
を
卒
業
８
年

目
の
平
成
12
年
に
形
成
外

科
、
美
容
外
科
を
主
た
る
診

療
科
と
す
る
診
療
所
を
開
設

し
た
。
眼
瞼
下
垂
手
術
を
中

心
と
し
た
保
険
診
療
に
よ
る

形
成
外
科
的
治
療
、
美
容
整

形
手
術
や
レ
ー
ザ
ー
治
療
な

ど
の
自
由
診
療
に
よ
る
美
容

外
科
的
治
療
な
ど
の
診
療
に

日
々
追
わ
れ
て
い
る
。

　

大
学
病
院
や
市
中
病
院
の

診
療
内
容
と
大
分
違
い
、
戸

惑
う
こ
と
も
多
々
あ
る
。
中

に
数
多
く
は
な
い
が
治
療
法

に
困
っ
て
い
る
の
が
水
疱
瘡

跡
、
妊
娠
線
の
治
療
。
手

術
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
フ
ィ

ラ
ー
注
入
を
色
々
と
試
し
た

が
思
う
ほ
ど
の
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
医

局
の
先
輩
の
貴
志
先
生
（
現

形
成
外
科
学
教
室
教
授
）
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ラ
ー

ゲ
ン
線
維
の
再
構
築
能
力
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
真
皮
線
維

芽
細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療

を
教
授
さ
れ
、
治
験
的
に
水

疱
瘡
や
妊
娠
線
な
ど
の
治
療

に
挑
戦
し
て
き
た
が
一
定
の

満
足
は
得
ら
れ
る
も
の
の
、

高
い
満
足
を
得
ら
れ
る
ま
で

の
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が

で
き
ず
現
在
に
至
る
。

　

そ
れ
と
は
逆
に
良
い
結
果

を
導
き
出
せ
た
の
は
同
時
に

行
っ
た
線
維
芽
細
胞
に
よ
る

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、
肌
の

若
返
り
と
い
う
美
容
目
的
の

再
生
医
療
で
あ
る
。
当
時
ア

メ
リ
カ
で
は
す
で
に
Ｌ
Ａ
Ｖ

Ｉ
Ｖ
と
い
う
名
称
で
臨
床
研

究
も
行
わ
れ
て
い
た
再
生
医

療
だ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
も

い
ち
早
く
本
治
療
を
実
施
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
も
あ

っ
た
た
め
美
容
治
療
は
直
ち

に
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

し
か
し
、
細
胞
培
養
、
細

胞
バ
ン
ク
、
再
生
医
療
提
供

の
全
て
を
診
療
所
内
で
行
う

と
い
う
の
は
想
像
以
上
に
苦

労
す
る
こ
と
ば
か
り
の
連

続
、
し
か
も
治
療
提
供
中
に

平
成
26
年
末
、
再
生
医
療
法

が
制
定
さ
れ
、
法
の
準
じ
た

施
設
・
設
備
基
準
だ
け
で
な

く
、
厚
労
省
の
提
供
計
画
受

理
は
一
番
苦
労
し
た
。
受
理

ま
で
に
要
し
た
時
間
は
２
年

か
か
り
、
そ
の
間
、
治
療
す

る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
非
常

に
長
い
道
の
り
だ
っ
た
。

　

最
終
的
に
は
再
生
医
療
の

審
査
が
で
き
る
再
生
医
療
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
各
方
面
の
先
生
方
の

暖
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
よ

う
や
く
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
、
運
営
も
慣
れ
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
は
よ
り
肌

の
再
生
医
療
の
効
果
を
高
め

た
い
と
思
う
。

（
慶
友
形
成
ク
リ
ニ
ッ
ク　

�

蘇　

雅
宏　

72
相
当
）

髙
木
俊
和
君（
54
回
）が
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

杉
山
一
郎
君（
76
回
）が
東
京
2020
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

馬
術
競
技
担
当
の
選
手
用
医
療
統
括
責
任
者（
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｖ
）に
就
任

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る

リ
ウ
マ
チ
医
療
に
関
す
る

医
療
技
術
等
国
際
展
開
推
進
事
業
の
活
動
報
告

ベ
ト
ナ
ム
で
の

眼
科
手
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

（Fight for V
ision 2018

）

三四会社会功労賞の推薦について
目的　�地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会の名

誉を高めた三四会員を表彰し実学としての慶應医学の発展
を図る。

対象　１．�表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会員
（本塾関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地
域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　２．年齢は問わない。
　　　　　
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で，所定の書式（三
四会社会功労賞推薦状）により候補者を推薦してくだ
さい。

　　　３．�締め切りは、2019年４月19日（金）必着、三四会事務局
宛とします。

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に沿っ
た業績目録、客観的に評価しうる資料等、オリジナル
１部とコピー10セットが必要です。

　※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL: http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正
な選考の結果、原則１名の受賞者を決定します。受賞者は2019年
６月15日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰され、
賞状および副賞が授与されます。

三四会奨励賞の推薦について
Young Investigator Award, Keio University School of Medicine 

Alumni Association（Sanshikai）

目的　�若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学
の発展を図る。

対象　１．�次の各分野ですぐれた業績をあげた三四会正会員で三
四会員として少なくとも１年は経過している者（本塾
関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地域等で
業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　対象となる分野
　	 　　イ、臨床医学　　ロ、基礎医学
　　　２．満40歳以下
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。 

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三
四会奨励賞推薦状）により候補者を推薦して下さい。 

　　　３．�推薦締切りは2019年4月19日（金）必着、三四会事務局
宛とします。 

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、論文別刷（学術集
会発表の場合はそれを証明するコピーと800字程度の
抄録）、オリジナル１部とコピー10セットが必要です。 

　　　５．�対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書
（オリジナル１部とコピー10部）が必要となります。 

　※�推薦状、略歴、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部と
し、コピーも同じ体裁に整えてください。

　※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果、約８名程度の
受賞者を決定します。受賞者は2019年６月15日（土）に予定されて
いる三四会定例評議員会で表彰され、賞状および副賞が授与され
ます。

　

医
学
部
で
は
、
毎
年
新
春

を
迎
え
て
、
教
職
員
お
よ
び

三
四
会
員
に
よ
る
新
年
祝
賀

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
1
月
７
日
（
月
）
に
慶

應
義
塾
大
学
病
院
2
号
館
11

階
の
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
と
親
交
の

深
い
学
校
法
人
北
里
研
究
所

か
ら
、
小
林
弘
祐
理
事
長
の

ほ
か
役
員
の
方
々
、
ま
た
北

里
家
を
代
表
し
て
北
里
一
郎

氏
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
冒

頭
に
天
谷
雅
行
医
学
部
長
が

年
頭
の
詞
を
述
べ
、
長
谷
山

彰
塾
長
、
小
林
弘
祐
北
里
研

究
所
理
事
長
、
武
田
純
三
三

四
会
長
、
岡
本
真
一
郎
医
学

部
教
授
（
教
職
員
代
表
）
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
賀
詞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

 

ま
た
、
北
川
雄
光
病
院

長
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ

た
懇
親
会
で
は
、
三
四
会
役

員
の
方
々
、
関
連
病
院
会
、

医
学
部
、
看
護
医
療
学
部
、

薬
学
部
の
教
員
の
方
々
等
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
年
の

挨
拶
を
交
わ
し
て
親
睦
を
一

層
深
め
ま
し
た
。

　

新
年
祝
賀
式
と
併
せ
て

「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
」
に
基
づ
く

慶
應
医
学
賞
ラ
イ
ジ
ン
グ
・

ス
タ
ー
賞
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
分
子
内
分
泌
研
究
部

基
礎
内
分
泌
研
究
室
の
鳴
海

覚
志
室
長
と
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
内
科
学
（
消
化
器
）

の
中
本
伸
宏
専
任
講
師
の
2 

名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
撮
影
：
石
戸
晋
）

１
０
１
年
目
の
年
に

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う

　

が
ん
対
策
推
進
協
議
会

は
、
が
ん
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
有
識
者
会

議
で
、
政
府
の
が
ん
対
策
の

基
本
方
針
を
定
め
、
そ
の
進

捗
状
況
を
評
価
し
、
必
要
に

応
じ
て
、
強
化
を
図
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
主
な
活

ん
対
策
全
般
に
及
ん
で
い
ま

す
。

　

協
議
会
委
員
は
、
約
二
十

名
で
構
成
さ
れ
、
高
度
が
ん

専
門
医
療
機
関
、
が
ん
関
連

学
会
、
が
ん
患
者
会
・
患
者

支
援
団
体
、
医
療
職
能
団

体
、
都
道
府
県
な
ど
か
ら
選

ば
れ
、
事
務
局
は
、
厚
生
労

働
省
健
康
局
が
ん
・
疾
病
対

策
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
6
月
、
協
議
会
会
長

に
、
そ
れ
ま
で
会
長
代
理
を

務
め
て
い
た
静
岡
県
立
静
岡

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
山
口 

建

総
長
（
53
回
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
山
口
総
長
は
、
本

塾
医
学
部
卒
業
後
、
国
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
に
入

職
し
、
研
究
所
副
所
長
を
経

て
静
岡
に
移
り
、
静
岡
が
ん

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
主
導

し
、
同
セ
ン
タ
ー
を
我
が
国

ト
ッ
プ
ス
リ
ー
の
が
ん
セ
ン

タ
ー
、
地
域
が
ん
セ
ン
タ
ー

と
し
て
は
圧
倒
的
な
存
在
に

育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
腫
瘍
内
科
医
と
し
て

乳
が
ん
診
療
に
携
わ
り
、
研

究
面
で
は
肺
が
ん
の
腫
瘍
マ

ー
カ
ーProGRP

の
開
発
者

と
し
て
高
松
宮
妃
癌
研
究
基

金
学
術
賞
な
ど
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
お

け
る
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
研
究

の
第
一
人
者
と
し
て
の
活

動
、
こ
れ
ま
で
の
が
ん
政
策

へ
の
的
確
な
提
言
と
見
識
が

協
議
会
会
長
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ま
す
。
が
ん
対
策
推
進

協
議
会
は
、
ま
さ
に
日
本
の

が
ん
医
療
の
方
向
性
を
決
め

る
牽
引
役
を
果
た
し
て
お

り
、
こ
の
ト
ッ
プ
に
三
四
会

会
員
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
誇
ら
し
く
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。

　

山
口
会
長
の
ほ
か
、
今
回

の
協
議
会
委
員
に
は
、
日
本

癌
治
療
学
会
理
事
長
と
し
て

北
川
雄
光
病
院
長
、
外
科
学

教
授
（
65
回
）、
日
本
放
射

線
腫
瘍
学
会
理
事
長
と
し
て

茂
松
直
之
放
射
線
科
学
教
授

（
62
回
）
が
指
名
さ
れ
、
さ

ら
に
、
厚
生
労
働
省
側
の
責

任
者
と
し
て
宇
都
宮
啓
健
康

局
長
（
65
回
）
が
加
わ
っ
て

動
は
、
が
ん

関
連
拠
点
病

院
の
現
況
、

都
道
府
県
の

活
動
状
況
、

が
ん
研
究
の

基
本
方
針
の

評
価
な
ど
、

我
が
国
の
が

が
ん
対
策
推
進
協
議
会
会
長
に

山
口
建
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長（
53
回
）が
就
任

　

２
０
１
８
年
12
月
27
〜
30

日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Fight for 

Vision

（
Ｆ
Ｆ
Ｖ
：
理
事
長 

藤
島
浩
君 

眼
64
相
当
、
理

事 

深
川
和
己
君 

眼
68
回
）

の
活
動
で
、
矢
津
啓
之 

（
眼

91
回
）、
清
水
映
輔
（
眼
92

回
）
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー

チ
ミ
ン
か
ら
車
で
3
時
間
の

Binh Long

総
合
病
院
で
国

際
眼
科
医
療
協
力
活
動 

（
無

償
白
内
障
手
術
） 

に
従
事
し

た
。
本
活
動
で
は
、
ベ
ト
ナ

ム
で
無
償
の
眼
科
手
術
を
提

供
し
て
20
年
、〝
赤
ひ
げ
先

生
”
の
異
名
を
も
つ
服
部
匡

志
医
師
に
同
行
し
、
２
日
間

泊
ま
り
込
み
で
計
70
名
の
白

内
障
手
術
を
執
刀
し
た
。
日

本
人
参
加
者
は
服
部
医
師
の

み
で
あ
り
、
機
械
の
輸
送
・

機
材
搬
入
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

・
後
片
付
け
ま
で
を
全
て
自

分
達
で
行
っ
た
。

　

患
者
年
齢
は
50
〜
１
０
０

歳
と
幅
広
く
、
全
て
の
症
例

が
核
硬
化
度
の
高
い
重
症
な

白
内
障
・
成
熟
白
内
障
・
角

膜
混
濁
・
チ
ン
小
帯
脆
弱
な

ど
、
何
か
し
ら
の
合
併
症
を

有
す
る
難
症
例
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
現
地
の
顕
微
鏡
や

手
術
器
具
は
日
本
の
有
志
よ

り
寄
付
さ
れ
た
旧
式
を
使
用

し
て
お
り
、
日
本
語
は
も
ち

ろ
ん
英
語
も
通
じ
な
い
普
段

と
は
異
な
っ
た
条
件
で
の
執

刀
で
あ
っ
た
。
最
初
は
難
渋

し
た
が
、
現
地
医
師
と
と
も

に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
全

症
例
の
手
術
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た 

（
写
真
１
）。

　

自
身
の
執
刀
以
外
で
は
、

他
医
師
の
助
手
や
外
回
り
、

術
前
患
者
の
評
価
や
点
眼
を

行
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
患
者
の
治
療

に
あ
た
り
、
準
備
か
ら
後
片

付
け
ま
で
総
員
で
チ
ー
ム
と

し
て
協
力
し
合
う
姿
が
大
変

印
象
的
で
あ
っ
た
。
術
後
回

診
で
は
、
眼
内
レ
ン
ズ
の
位

置
・
角
膜
浮
腫
の
有
無
・
瞳

孔
形
状
な
ど
を
、
ペ
ン
ラ
イ

ト
で
照
ら
し
な
が
ら
肉
眼
で

観
察
し
た
。
異
常
を
認
め
れ

ば
現
地
に
１
台
の
み
の
細
隙

灯
顕
微
鏡
を
用
い
て
診
察
を

行
い
、
点
滴
や
再
手
術
な
ど

の
治
療
方
針
を
議
論
し
た
。

総
じ
て
、
い
か
に
日
本
で
の

診
療
が
恵
ま
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
か
気
付
か
さ
れ
る
非

常
に
有
意
義
な
体
験
で
あ

り
、
術
後
診
察
の
際
に
光
を

取
り
戻
し
た
患
者
さ
ん
の
笑

顔
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
（
写
真
２
）。
今
回

の
白
内
障
装
置
は
吉
野
健
一

先
生
（
65
相
当
）
か
ら
の
寄

付
で
す
。
Ｆ
Ｆ
Ｖ
に
は
他
に

も
楊
浩
勇
君 

（
眼
68
回
）、

後
藤
英
樹
君 

（
眼
73
回
）、

明
田
直
彦
君 

（
眼
91
回
）、

上
月
直
之
君
（
眼
91
相
当
）

な
ど
が
属
し
て
お
り
、
今
後

も
国
際
眼
科
医
療
協
力
活
動

を
続
け
て
い
く
。

　

（
矢
津
啓
之　

眼
91
回
、

　
　

清
水
映
輔　

眼
92
回
）

　

本
事
業
は
、
平
成
30
年

9
、
12
月
の
計
15
日
間
に
渡

り
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

の
国
際
医
療
協
力
事
業
の
一

環
と
し
て
展
開
さ
れ
、
多
く

の
皆
様
の
ご
理
解
ご
支
援
に

深
謝
し
ま
す
。
同
国
は
人
口

2
・
6
億
人
を
擁
す
る
東
南

ア
ジ
ア
の
盟
主
で
あ
る
が
、

リ
ウ
マ
チ
専
門
医
が
約
70
名

と
極
め
て
少
な
く
、
標
準
医

療
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
医
療
水
準
の
向
上
を

主
目
的
と
し
た
。

　

ま
ず
9
月
に
、
リ
ウ
マ
チ

・
膠
原
病
内
科
の
竹
内
勤

（
59
回
）、
鈴
木
勝
也
（
75

回
）、
菊
池
潤
（
86
回
）、
近

藤
泰
（
88
回
）、
齋
藤
俊
太

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
以
前
に
も

増
し
て
、
多
く
の
本
塾
関
係

者
が
我
が
国
の
が
ん
対
策
の

推
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

本
学
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
も
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院

と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た

他
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
（
高
度
型
）
の
認
定

に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
山
口
会
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
本

学
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
も
慶
應
医

学
の
次
の
１
０
０
年
に
向
け

て
「
が
ん
医
療
」
の
さ
ら
な

る
充
実
、
発
展
を
期
し
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
長

�

高
石　

官
均　

69
回
）

郎
（
88
回
）、
櫻
井
洋
臣

（
薬
剤
部
）、
近
藤
晴
美

（
臨
推
セ
）
の
7
名
が
同
国

を
訪
問
し
た
。
首
都
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
リ

ウ
マ
チ
協
会
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
の

全
面
支
援
の
下
、
同
国
の
ほ

ぼ
全
て
の
専
門
医
が
一
同
に

集
い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
、
診
療
と
研
究
、
看

護
師
と
薬
剤
師
の
役
割
と
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
討
論
が

行
わ
れ
た
。

　

本
事
業
は
外
務
省
の
日
本

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
60

周
年
記
念
事
業
に
認
定
さ

れ
、
石
井
正
文
在
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
日
本
国
大
使
に
よ
る
記

念
挨
拶
で
は
、
学
術
交
流
を

通
じ
た
友
好
関
係
の
発
展
へ

の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。
続

い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大

学
、
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大

学
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
を
表
敬

訪
問
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
合
同
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
通
じ
て
、
公
的
保
険

制
度
に
よ
る
医
療
ア
ク
セ
ス

の
問
題
や
、
結
核
を
代
表
と

す
る
感
染
症
罹
患
率
の
高
さ

な
ど
、
現
地
特
有
の
医
療
環

境
、
課
題
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

12
月
に
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
か
ら
専

門
医
11
名
を
塾
へ
招
き
、
皮

膚
科
・
整
形
外
科
・
放
射
線

科
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
関
節
エ
コ
ー
実
習
、
薬

写
真1

. 

写
真2

.

剤
部
の
視
察
・
研
修
な
ど
を

行
っ
た
。
天
谷
医
学
部
長
、

安
井
医
学
部
長
補
佐
（
国
際

医
療
連
携
担
当
）
へ
の
表
敬

訪
問
で
は
学
術
支
援
と
Ｍ
Ｏ

Ｕ
の
拡
大
の
要
望
が
な
さ

れ
、
今
後
の
継
続
的
な
学
術

交
流
の
推
進
が
確
認
さ
れ

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本

に
と
っ
て
重
要
な
戦
略
的
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
先
人
た

ち
が
築
い
た
良
好
な
友
好
関

係
を
、
リ
ウ
マ
チ
分
野
に
お

い
て
も
、
継
続
的
に
発
展
さ

せ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

（
菊
池
潤　

内
86
回
、

�

鈴
木
勝
也　

内
75
回
）

　

こ
の
度
、
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
組
織
委
員
会
か
ら
、

髙
木
俊
和
君
（
54
回
）
が
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
選
手
用
医
療
統
括

責
任
者
（Athlete Medical 

Supervisor

、
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｖ
）

に
、
杉
山
一
郎
君
（
76
回
）

が
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｖ

に
指
名
さ
れ
、
２
０
１
８
年

７
月
と
９
月
に
そ
れ
ぞ
れ
就

任
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
33
競

技
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

22
競
技
あ
り
、
競
技
ご
と
に

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｖ
が
任
命
さ
れ
る
。

髙
木
君
、
杉
山
君
は
い
ず
れ

も
馬
術
競
技
担
当
の
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｖ
と
な
る
。

　

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｖ
の
役
割
は
、
大

会
前
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
、
チ
ー
ム
研
修
の
企
画
・

実
施
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
計

画
策
定
、
国
際
競
技
連
盟
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
・

実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
・
デ
リ
バ

リ
ー
・
プ
ラ
ン
作
成
に
対
す

る
助
言
等
で
あ
る
。

　

大
会
時
に
は
会
場
で
の
選

手
用
医
療
の
指
揮
・
監
督
、

会
場
医
療
責
任
者
（Venue 

Medical Officer

、
Ｖ
Ｍ
Ｏ
）

の
補
佐
、
国
際
競

技
連
盟
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
救
急
搬
送
判

断
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
本
部
へ
の
報
告

等
と
な
る
。
図

は
、
東
京
２
０
２

０
大
会
に
お
け
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
医
療
サ
ー
ビ
ス

体
制
で
あ
る
。
ま

た
、
競
技
会
場
と

は
別
に
、
選
手
村
に
は
総
合

診
療
所
が
開
設
さ
れ
る
。
16

時
間
＋
夜
間
救
急
体
制
で
、

内
科
・
整
形
外
科
・
眼
科
・

歯
科
等
の
診
療
に
対
応
す

る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、レ
ン
ト
ゲ
ン
、

エ
コ
ー
等
も
設
備
さ
れ
る
。

　

髙
木
君
、
杉
山
君
は
、
大

学
時
代
、
医
学
部
馬
術
部
に

所
属
し
て
い
た
。
卒
業
後
、

両
君
は
日
常
の
診
療
業
務
と

併
行
し
て
、
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
強

化
ス
タ
ッ
フ
、
日
本
馬
術
連

盟
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員
を

兼
務
し
て
い
る
。
２
０
０
１

年
に
塾
馬
術
部
Ｏ
Ｂ
の
竹
田

恒
和
氏
が
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
に
就

任
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し

た
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
お
よ
び
日
本
馬

術
連
盟
か
ら
、
全
日
本
医
歯

薬
学
生
馬
術
連
盟
会
長
で
も

あ
る
髙
木
俊
和
君
へ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
髙
木

平成31年 新年祝賀式開催
慶
應
医
学
賞
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
受
賞
者
。
左
か
ら
、
柚
﨑
通
介
医
学
研
究

奨
励
事
業
委
員
長
、
中
本
伸
宏
君
、
長
谷
山
彰
塾
長
、
鳴
海
覚
志
君
、
天
谷
雅
行

医
学
部
長

小林弘祐北里研究所理事長 長谷山彰塾長

 インドネシアリウマチ専門医来日の様子

ジャカルタにおける慶應義塾・インドネシアリウマチ
協会合同シンポジウム

君
が
日
本
馬
術
連
盟
、
杉
山

君
が
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
推
薦
の
も
と
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｖ

就
任
に
至
っ
た
。

　

今
回
、
医
学
部
馬
術
部
Ｏ

Ｂ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ダ
ブ
ル
で
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ｖ
に
就
任
し
た
こ
と

は
、
快
挙
で
あ
り
、
大
変
名

誉
な
こ
と
で
あ
る
。
両
君
が

こ
の
大
役
を
果
た
し
全
う
さ

れ
る
よ
う
、
医
学
部
馬
術
部

・
馬
術
部
Ｏ
Ｂ
会
一
同
、
し

っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

　

な
お
、
塾
医
学
部
関
係
者

で
は
、
新
国
立
競
技
場
会
場

Ｖ
Ｍ
Ｏ
に
救
急
科
教
授
の

佐
々
木
淳
一
君
（
68
回
）、

皇
居
外
苑
Ｖ
Ｍ
Ｏ
に
ス
ポ
ー

ツ
医
学
統
合
セ
ン
タ
ー
准
教

授
の
石
田
浩
之
君
（
66
回
）、

陸
上
競
技
担
当
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｖ
に

山
澤
文
裕
君
（
60
回
）
が
就

任
し
て
い
る
。

　

三
四
会
の
皆
様
に
も
多
方

面
か
ら
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
支
援
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
医
学
部
馬
術
部
Ｏ
Ｂ

　

会
長　

別
所
隆　

50
回
、

　

部
長　

辻
哲
也　

69
回
）

写
真
１　

白
内
障
手
術
を
執
刀
す
る
矢
津
啓
之（
右 

眼
91
回
）、
助
手
を
行
う
清
水
映
輔
（
左 

眼
92
回
）
写
真
２　

術
後
回
診
で
喜
ぶ
患
者
さ
ん
と
執
刀

し
た
矢
津
啓
之 

（
眼
91
回
） 


